







本稿は、ヘ㆑ーネ・シュテッカー著『愛と女性』（Stöcker, Helene 1906, Die Liebe und 
die Frauen. J.C.C.Brunsʼ Verlag, Minden in Westf.）に所収の第 5 論文「男性－運動」（Die 













































































にシュテッカーは19歳でベーベル（Bebel, August 1840 – 1913）の社会主義的女性論『女
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来よりもより高い人間（höherer Mensch als bisher）にならねばならないということを。
人間的な共同生活の「今とかつて」を前にして耐えがたい惨状を彼女は理解するだろう
―そして彼女は「来るべきものの予見者で告知者になる」のでなければ、それに耐えら
れないだろう。しかし来るべきものを招くことは―彼女の力だけでは十分でない。男と
女が一緒に初めてそれに到達できる。というのは、人生の最高で最良のものは、全てを相
互に分かち合うことのできる二人の人間の共同生活においてのみ開花するのだから。即
ち、高さと深さ、精神的で感覚的な歓喜、労働と享受の全てを分かち合う―あるいは
もっと良く言えば、一つの理念に奉仕する労働の中に最高の享受はあるのだから―その
二人は、男と女の間で今日まだ支配している疎遠さの深い淵を満たすために、互いに努力
する―それは全ての高貴なものの労苦に値する目標と課題である！
そのためには勿論女性たちだけではなく、男性たちも別の精神において教育されねばな
らない。彼らは自尊心と人格の繊細感覚（Feingefühl der Persönlichkeit）を獲得せねばな
らない。その繊細感覚は彼らに個人的な愛なしの官能の喜びを、あるがままのもの、つま
りそれに対しては自然の懲罰として吐き気が生じるところの、粗野で乱暴な行動として示
す。精神化された感覚、「愛」において初めて官能の喜びは「地上の楽園の幸福、最大に
心臓の動きを強め、畏敬の念に満ち、大切にされたワインの中のワイン」になる。官能の
喜びを買う男は、自分が喜びを買うその者よりも、尊敬へのより高い要求を持ってはいな
いということを―彼がそれに関して自分を偽わりたいのかも知れないとしても―彼ら
は理解することを学ばねばならない。
そしてそれ故、何故今日非常に多くの最良で最も有能な女性たちが結婚と母性性
（Mütterlichkeit）を諦めるのかということをも、未来の男性たちは理解する。男性と―
彼が一般にどのようであろうと―結ばれることは、女性にとっては大抵むしろ「禁欲」
であるかも知れない、と彼らは予感し始める。男性が生命力の最善のものを既に浪費して
しまった、そういう男性を腕に抱くことの前に尻込みするのが、まさに女性における最善
のもの―母性的本能―であることを、男性たちは理解する。もし女性が最も熱い抱擁
の中で、その男がまさに全く同じように既に他の者たちを―しかもどんな他者であるこ
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とか！―抱いていたと意識するとしたら、それはどれほどの身体的かつ心理的な苦痛と
侮辱にちがいないか、ということの予感が彼らに開く。
性的関係において数百年来女性に課せられた厳格なしつけ（Zucht）は、全く手放すか
あるいは手放さないかという繊細感覚を彼女に仕込んだ―ひょっとしたら他の全てが彼
女にとって最も親密な人格の破壊を意味するかも知れないのに。―数千年の文化的差異
によるように男から女性を分離している特徴―そして、自身類似の繊細感覚を所有して
いる男性のみが、その特徴をそれでも全く享受し味わうことができる。その男性が彼の周
知の「優位」に際して、この繊細感覚に到達できないかも知れない、と疑うことは冒涜で
あろう。何らかの禁欲的モラルにとってではなくて―より繊細な自己享受にとって―
愛すべき人格のより高いしつけにとって―それは試みに値しないかどうかを？
女性の場合はあらゆる放埓は帰結を通して自己懲罰する―男性は罰されることなくそ
こから生まれた―と昨日の人々（Leute von gestern）は言う。男性は本当にそれをする
のか？ひとは人類の鞭を、性病を無視できるのか？
そしてそれが全ての者に該当はしないとしても―彼が内的にこうむる喪失は―最も
親密なものを最愛の人間とのみ分かとうと欲する最も優しい遠慮の喪失、シンメトリック
な人格でのみ満足しようとする最も優しい遠慮の喪失は―その全てがないのか？
彼は既に非常に損なわれているに違いないので、この喪失に決して気づかない！
「権力を得ることは高くつく、権力は愚鈍になる」とニーチェは言う。ああ、権力は単
に愚鈍になるだけでなく、粗暴にもなる―そしてそれ故、特に男性たちもより良く教育
されねばならない―どれほど逆説的にそれが響こうとも、それが「女性問題」の核であ
る。―
政治的領域での権力は、経済的、社会的、法律的、道徳的関係において変化する。
女性は以前、長い間不参加で非活動的であり続け、余り良く稼がなかったのに、経済的
に自立する今、それだけ全体の福祉に対する女性の関心も呼び起こされ留意されるべきで
ある。男性は全ての大きな普遍的目標に対する女性の永遠の無理解にうんざりしており、
個々の個人的なものもまた結局全体の福祉に依存しているということを予感しない女性
の、狭く矮小な見解に飽き飽きしている。男性が偉大で大胆なことを企てたいときに、今
や常に鎖として彼の足にぶら下がっている女性は、彼の高貴な計画を支援し促進すること
を学ぶべきである。女性は自分の性の必然的要求を定式化し、代表し、支援を実現するこ
とを学ぶべきであり―女性の母性（Mutterschaft）に自分の配慮と努力を以てより正当
な評価を下すことを女性は支援するべきである！
家の狭い空間を越えて、狭く結び付けられた個人的幸福を越えて、女性は自分の眼差し
を民族と人類の目標へと向けるよう学ぶべきである！
女性たちは―全ての高い文化から締め出されて！―自身の生涯にわたる伴侶共同体
に選んだ人間が十分小さく低級ではあるはずがないので、従来自身の長所と自身への尊敬
を悪く解釈したということを、未来の男性たちは洞察を始める。―男性がそれに耐えら
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れる程度に、男性自身どれほどわずかしか高くあらねばならなかったのか！
しかし従来よりも「より高い人間たち」（höhere Menschen）を創造するためには、男性
の協働が女性のそれと同様に必要であり、男性の教育の変更は女のそれと同様少なからず
重要である。この意味において明日の男性たち（Männer von morgen）は努力する女性た
ちの側に立ち、この意味において彼らは男性の眠っている自尊心と繊細感覚を呼び起こす
よう試みる。何故ならそうでないと最良の女性が男性に絶望し、彼を軽蔑するようになる
という危険を、彼らは認識したのだから。偉大なものや高いものを得ようと努める能力を
「人生」の知識がその男性にゆだねた、そういう男性は女性と共に次のように言う。即ち
「今とかつて―それは私の最も耐えがたいものである―そして私が来るべきものの予
見者でも告知者でも実現者でもないとしたら、恐らく私は生き方が分からないだろう！」
（かけがわ　のりこ　生活機構研究科生活機学専攻教授）

